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図７ 44B1 による免疫染色像。ただし HOK2 は抗プリオンウサギポリクローナル抗体(T4)による

陽性像。SAIT は海綿状変化を伴っている。 

孤束核

迷走神経
背側核

第４脳室

切
断
面

最後野

舌下神経核

Hok T4

非特異染色1

非特異染色2

図８ A の割面には最後野が出てくる。この部分はポリクローナル抗体(T4 ないし B103)では小血

管周囲に非特異染色像がみられることがある。またときに非特異染色 2 のような所見がえられる

が、その場合、非特異染色 2 は染色所見が Hok T4 の陽性所見とは明らかに異なっている。 
44B1 モノクローナル抗体では現在までこのような非特異染色像はえられていない。 
 


